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また，前回調査においてその他の草
種として藻類との回答があったが，今
回は報告がなかった。ただ，前述図 -6
の初期剤の内訳を見てみると藻類に有
効な成分を含む剤が1割を占めていた。
剤型別使用状況は以下の通りで，体
系処理を含むすべての処理時期の回答
をまとめた（図 -10）。新潟県では依
然として粒剤の使用が多い状況であ
り，フロアブルよりジャンボ剤の使用
が多い結果であった。
関連して散布方法も調査した（図
-11）。回答があったものだけの集計に
なるが，手撒き散布が全体の 35 ％，
田植（播種）同時処理が 45 ％となっ
ている。フロアブルの水口処理との回
答は今回 1件のみであった。
また2017年の調査で報告がなかっ
たドローンでの散布が1件あった。
昨年の経営継続補助金で導入された
事例が多いと関係機関から聞き，近隣
でもドローンによる散布を見かけてい
る。私の生産組合でも散布用のドロー
ンを導入して液剤の散布をしている
が，高温時のバッテリーの扱いやドリ
フトなど問題はあるものの，手軽に扱
えるメリットがあると感じている。
手撒きについては，ほとんどがジャ
ンボ剤や豆粒剤であった。大規模経営
の生産組合では，経験年数の浅い従業
員に除草剤散布を指導する上でジャン

ボ剤が一番説明しやすいとの事であっ
た。面積当たり個数で間違いない散布
ができるようだ。同様に豆粒剤も畦畔
から散布できる手軽さと効果の安定性
が評価されているようだ。

雑草の防除における課題

今回のアンケートでは雑草防除にお
ける問題点について多くの記載があ
り，以下整理した。
〈増えている雑草〉
　ホタルイ，コナギ，イボクサ，
　オモダカ，ミズガヤツリ，アゼナ
〈中干し後に目立つ雑草〉
　ノビエ，コナギ，アゼナ，オモダカ，
　ホタルイ
〈気になる雑草など〉
　チョウジタデ，赤米，アオミドロ
　（側条施肥圃場）
〈その他〉
「風下での薬害」，「フロアブル水口
処理で水口付近での薬害」，「田植同時
処理での効果不足」，「2成分剤から3
成分剤に変更したことで効果安定」，「省
力的な中期剤が欲しい」などであった。
2017年調査から依然として，ホタ
ルイの発生が多く，中干し後のノビエ
多発が問題という点は変わってなかっ
たが，全県でオモダカやミズガヤツリ，
コナギが増えつつあるようだ。

また，赤米（雑草イネ）の報告もあ
り気になるところである。
アンケート結果ではないが，2021

年の新潟試験地周辺の雑草発生状況に
ついて，報告する。
移植後はホタルイの発生が多く見ら

れ，手取りをしている生産者を見かけ
る。中干し以降は，ノビエやクサネム，
コナギ，オモダカの発生が認められ，
早生品種を作付けしている圃場では
チョウジタデなども見られた。収穫前
は，イボクサやノビエに苦労されてい
たようだ。また，例年発生量の多い表
層剥離や藻類の発生が比較的少なかっ
たのは管内 JAの推奨初期剤がジメタ
メトリンを含む対策剤であったことに
関係していると考えられる。以前は，
藻類に効果のある成分が入った中期剤
の使用が多かったが，温暖化により移
植後早めの使用に切り替わってきてい
るようだ。

最後に

発生草種や除草剤の使用方法は年々
多様化しており新潟県内でも地域ごと
に状況も変わってきている。今後も全
県での調査を実施し，報告したいと考
えている。

生育ステージが変わり，雑草の発生量や草種などが

影響を受けています。中干しの早期化の影響もある

と思われますが，今年も収穫期前にノビエが多く発

生している圃場が見受けられました。また，オモダ

カが発生している圃場も散見されました。
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野菜の花　13

はじめに

サトイモの花を見たことがある方はいったいどれくらいい
るのであろうか。というよりも，サトイモは花が咲かないも
のだと思っている方がほとんどではないだろうか。最近，全
国各地の新聞で，「珍現象，サトイモが開花」などのタイト
ルの記事をよく目にするようになった。これは，「咲かない
はずのサトイモが開花した」というインパクトの大きさ故だ
ろう。2021 年だけでも 8 月，9 月に 10 数件もの「サトイ
モの開花」の記事が取り上げられている。筆者自身，鹿児島
県庁に入庁して 32 年が経過したが，これまで３回しかサト
イモの開花に遭遇したことはない。また，同僚でもみたこと
がある方は少いと思う。サトイモの花は，淡いクリーム色を
した仏

ぶつえんほう

炎苞である。この花を見られた方は，「サトイモから
こんな優しい花が咲くのか」という驚きの声が上がる。なん
とも微笑ましさを感じさせてくれる花である。

今回，サトイモの話として，「なぜ，サトイモの花は珍しい
のか」「咲かないはずのサトイモの花があるホルモン剤で開花
を促進できること」など，これらの理由についてサトイモの原
産地，日本への伝播，そして，品種育成のための交配などから，
幅広く紹介する。

サトイモとタロイモ　原産地は？

まずはじめに，原産地について説明する。世界的には，サト
イモのことをタロイモと言う。タロイモと言うと，何か外国の
新しい芋のように感じ取られる方も多いと思うが，実はタロイ
モは英語のTaroであり，日本語のサトイモ（里芋）のことである。

単子葉類サトイモ科サトイモ属の植物のうち，食用に栽培
されている種をタロイモと総称する。タロイモはインド，アッ
サムまたはマレーシアなどアジアの熱帯地域が原産とされて
いる。インド東部から東南アジア大陸部の熱帯森林地域から
民族の移動とともに中国南部や環太平洋地域，オセアニア地
域，熱帯アフリカ，地中海地域，さらに，新大陸発見後にア
メリカ大陸へ伝播していったと推察される。このタロイモは

ヤムイモ，サツマイモ，ジャガイモ，キャッサバと同じよう
に世界で広く栽培されているイモ型作物の一つである。これ
らのイモ型作物は，栽培面積当たりの生産カロリーが穀物や
マメ類より高く，主食としての価値も非常に高い。タロイモ
は約 1 万年前に始まったとされる農耕の起源に深く関わっ
たと考えられる。その栽培の歴史はイネよりも古く，狩猟採
集時代からヒトにとって重要な食用資源として知られ，アッ
サム，ミャンマーの山岳地帯で栽培化され，東南アジアから
オセアニアに伝播する過程のマレー半島の山岳地帯で大きな
遺伝変化が起こり，その後，熱帯圏を中心に根栽農耕文化を
発展させたと考えられている 。

現在，タロイモは，日本，中国，東南アジア，オセアニア，
環太平洋諸国，インド，スリランカ，地中海地域，アフリカ，
アメリカ大陸，西インド諸島などの熱帯や温帯地域などで広
く栽培されている。これらの地域で広く栽培されている品種
は，古い時代に原産地やその周辺で自然交雑や突然変異など
によって発生したものである。このようにして多種多様な品
種が生まれ，食用に適したものが選抜され栽培利用されてき
たものが今日に至ったと考えられる。品種に関する記録は古
く，中国では「史記」(B.C.100 ～ 200 年 ) ，および「斉民要術」

（A.D.560 年頃）には 15 品種が記載されている。そこには多
くの親芋用品種や子芋用品種が類別され，現在，日本で栽培
されている ‘ 唐芋 ’ や ‘ 八つ頭 ’ などの品種名もあり，すでに
この時代にこれらの品種が存在していたことを示している。

日本への伝播

日本への伝播はイネより早く，縄文時代ではないかと考
えられているが，その時期や経路は明らかでない。佐々木

（1971）は，サトイモを含めた焼畑輪作農耕が行われていた
こと，アジア太平洋地域のサトイモ文化が稲作文化に推移し
ていく様子から推察して，縄文時代には既にサトイモを含む
原始的な焼畑農耕が存在し，弥生時代の稲作の受け皿となっ
ていたのではないかと指摘している。現在，温泉地などに自
生する ‘ 弘法芋 ’ は，縄文時代中期に半栽培の原始型のサト
イモが渡来し，各地に広がったものの残存といわれている。

サトイモの花とあれこれ
鹿児島県農業開発総合センター
熊毛支場園芸研究室

池澤　和広
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一方，伝播経路に関する最近の研究によると日本への伝播に
は，中国大陸からの経路と，台湾と琉球諸島を経由した経
路の二つの異なる経路が関与していると考えられている。一
つ目として，‘ えぐ芋 ’ や ‘土

ど

垂
だれ

’ などの品種群のほとんどが
中国大陸から直接導入され，そして，日本の山地部に根をお
ろした。二つ目として，赤芽群などは東南アジア島嶼部から
台湾や琉球諸島を伝わって日本列島の太平洋沿岸部に到来し
たと考えられる。また，サトイモに関する我が国最古の記録
は「風土記」にみられ，出雲国では数か所でサトイモ（芋，
芋
いえついも

菜）が認められており，豊後国では白い鳥が餠に変わり，
その餠が沢山のサトイモ（芋草）の株となり，葉や花をつけ
て冬でも繁茂したと記されている。さらに，「万葉集」には，

「蓮
はす

葉
は

はかくこそあるもの，意
お き ま ろ

吉麻呂が家なるものは宇毛の
葉にあらし」と詠まれている。一方で，現在の日本で主要な
イモ類とされるジャガイモとサツマイモは，日本への伝来が
比較的新しく，それぞれ 1601 年，1597 年でほぼ同時期であ
る。しかし，サトイモは「万葉集」にその名が見られること，
十五夜や正月にサトイモを供える文化が日本各地に点在する
ことなどから，稲作が定着する以前の縄文時代から，ジャガ
イモやサツマイモが伝来する近世に至るまで，主食に近い重
要な食糧の一つであったのではないかと考えられる。

日本で栽培されているサトイモの品種

日本で栽培されているサトイモは，タロイモのなかで最も
北方で栽培されている品種群である。熊沢ら（1956）は，日
本各地で自家用に細々と栽培されて雑多な名前で呼ばれていた
同名異種，異名同種の品種が多数あったことから形態的特性に
よって，15 品種群，35 代表品種に分類した。それぞれの品種
群は ‘ 八つ頭 ’ 群，‘ 土垂 ’ 群などと，その代表的な品種の名が
冠されており，日本産サトイモ分類の標準となっている。また，
サトイモには 2 種類の倍数体が確認されており，親芋を利用す
るタイプには二倍体，子芋を利用するタイプには三倍体が多く
なっている。分球芋は，種芋の頂芽が伸長してその基部が肥大
して親芋となり，親芋から子芋，子芋から孫芋，孫芋からひ孫
芋が着生する。サトイモは利用上から四つのタイプに分けられ

る。親芋，子芋とも食用にす
るが親芋量が多いものを「親

芋用種」，親芋，分球芋を食用にするものを「親子兼用種」，分
球芋を食用にするものを「子芋用種」，主として葉柄を食用に
するものを「葉柄種」として分類されている。

全国のサトイモの作付面積は 10,700ha，収穫量は 140 千
t である。最も多く栽培されているのは千葉県で 1,060ha，
第 2 位が宮崎県で 897ha，第 3 位が埼玉県で 781ha，第 4
位が新潟県で 570ha，第 5 位が鹿児島県で 525ha となって
いる（農林水産省 2018）。最も収穫量が多いのは埼玉県で
18 千 t，第 2 位が千葉県で 15 千 t，第 3 位が宮崎県で 13 千 t，
第 4 位が愛媛県で 10 千 t，第 5 位が栃木県と鹿児島県で 8
千 t となっている。（図 -1，-2）

サトイモの花（図）

このように，サトイモは日本各地で栽培されているにも関
わらず，その花を見かけることはほとんどない。熱帯ではサ
トイモの開花は普通であるが，日本では夏季が極暑の年の 8
月から 9 月に，ある特定の品種に開花している株を見つけ
ることがある。その株をみると，サトイモの生育が非常に旺
盛であることが多い。近年の温暖化や多雨条件が重なり，親
いもの肥大が優れ，夏季の高温，多湿により花芽が分化して
果梗が出現したのではないかと思われている。品種間差もあ
り，着花しやすいものに，「えぐ芋」「赤芽」「唐芋」「八つ頭」

「筍芋」「トイモガラ」などの品種があげられる。
非常に珍しいことから，ここ最近，新聞等に掲載されるこ

とが多い。花は見栄えが良く，仏炎苞で炎のように細長い先
の尖った円錐状をし，カラーなどと同じサトイモ科特有の形
をしている。肉穂花序を包んでいる苞が大きく変化したもの
を仏炎苞（図-3～6）といい，花弁のように色鮮やかでカラー，
ミズバショウやアンスリウムなど仏炎苞の美しさを楽しむ植
物も多い。8 月から 9 月ごろ，親いもの頂部近くの葉柄基部
から現れた長さ 20 ～ 30cm 程度の果梗の先に，クリーム色
の仏炎苞が着生する。葉身が大きく茂った中，緑色や紫色を
した葉柄の間から上部がクリーム色に膨らんだ花を見つける

図 -1　�サトイモの生育状況
「石川早生丸」，2019．霧島市

図 -2　�サトイモの生育状況
水田で湛水栽培した「大吉」
高温，多湿になると草丈が 2m
以上に生育する。2019年霧島市
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一方，伝播経路に関する最近の研究によると日本への伝播に
は，中国大陸からの経路と，台湾と琉球諸島を経由した経
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ど

垂
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たと考えられる。また，サトイモに関する我が国最古の記録
は「風土記」にみられ，出雲国では数か所でサトイモ（芋，
芋
いえついも

菜）が認められており，豊後国では白い鳥が餠に変わり，
その餠が沢山のサトイモ（芋草）の株となり，葉や花をつけ
て冬でも繁茂したと記されている。さらに，「万葉集」には，

「蓮
はす

葉
は

はかくこそあるもの，意
お き ま ろ

吉麻呂が家なるものは宇毛の
葉にあらし」と詠まれている。一方で，現在の日本で主要な
イモ類とされるジャガイモとサツマイモは，日本への伝来が
比較的新しく，それぞれ 1601 年，1597 年でほぼ同時期であ
る。しかし，サトイモは「万葉集」にその名が見られること，
十五夜や正月にサトイモを供える文化が日本各地に点在する
ことなどから，稲作が定着する以前の縄文時代から，ジャガ
イモやサツマイモが伝来する近世に至るまで，主食に近い重
要な食糧の一つであったのではないかと考えられる。

日本で栽培されているサトイモの品種

日本で栽培されているサトイモは，タロイモのなかで最も
北方で栽培されている品種群である。熊沢ら（1956）は，日
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冠されており，日本産サトイモ分類の標準となっている。また，
サトイモには 2 種類の倍数体が確認されており，親芋を利用す
るタイプには二倍体，子芋を利用するタイプには三倍体が多く
なっている。分球芋は，種芋の頂芽が伸長してその基部が肥大
して親芋となり，親芋から子芋，子芋から孫芋，孫芋からひ孫
芋が着生する。サトイモは利用上から四つのタイプに分けられ

る。親芋，子芋とも食用にす
るが親芋量が多いものを「親

芋用種」，親芋，分球芋を食用にするものを「親子兼用種」，分
球芋を食用にするものを「子芋用種」，主として葉柄を食用に
するものを「葉柄種」として分類されている。
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18 千 t，第 2 位が千葉県で 15 千 t，第 3 位が宮崎県で 13 千 t，
第 4 位が愛媛県で 10 千 t，第 5 位が栃木県と鹿児島県で 8
千 t となっている。（図 -1，-2）
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野菜の花　15

と可愛らしさを感じる。花の中心部には，伸長した花軸に柄
のない花が穂状につく穂状花序が特殊化した肉穂花序で，中
軸が肥厚した多肉質，その周囲に柄のない多数の花が密生す
る。雌花は緑色で花序の下部に多数着生し，この上部に中間
体が残り，続いて黄色の雄花が多数密生し，末端に淡黄白色
の付属体がある。

早朝に開花し，雌花は雄花より 1 ～ 2 日早く成熟し，開花
前には受精できる準備ができている。そのため開花前日には，
花の下の雌花付近が少し開き独特の匂いが漂うが，カラーのよ
うに甘い感じではなく，あまり良い匂いではない。熱帯地域で
は，この匂いに誘われ，小さな虫が訪花を繰り返し，他花との
受粉を行っている。国内では花自体が珍しいので，虫に馴じみ
がないせいか，集まる姿を見たことはないと言われている。

開花による育種への利用

先ほども述べたが，サトイモには 2 種類の倍数体が確認
されており，親いもを利用するタイプには二倍体，子いもを
利用するタイプには三倍体が多い。日本で栽培されている代
表的な品種は，二倍体では「沖縄青茎」「唐芋」「八つ頭」「筍芋」
など，三倍体では「えぐ芋」「蓮葉芋」「石川早生」「土垂」「赤
芽」などがあり，これらのうち，三倍体の品種の栽培が圧倒
的に多い。しかしながら，この三倍体は不稔性であることか
ら結実することはなく，二倍体も「筍芋」などは開花するこ
ともあるが，秋が早く露地では実生を得た例はない。

国内での交配育種は，玉利が京大付属農場古曾我部園芸場
で，門田が農林省園芸試験場（興津本場 1942）で，飛高，
小田原が大分県温熱利用農業研究所（別府 1955 ～ 63）で
行われてきたが，既存品種より優れたものは得られなかった。
その後，松本らにおいて，ジベレリン処理がサトイモの開花
を促進することが報告された。このジベレリン処理によるサ
トイモの開花促進効果を利用し，宮崎らが佐賀大学農学部付

属農場（佐賀 1984）で，二倍体，三倍体の品種を用いた開花
による花粉の稔性を調査している。このような中，愛媛県農
林水産研究所では，二倍体の「筍芋」と「唐芋」を用いてジ
ベレリン処理を行い，それぞれ交配し胚培養により個体作出
し，その後，個体選抜，系統選抜を繰り返し，親いも，子い
もともに形状が優れた系統を選抜し，2007 年，交配育種によ
る初めての品種「媛かぐや」を育成した。この素晴らしい成
果は，交配育種が困難なサトイモの品種育成において，ジベ
レリン処理による開花促進効果があってこその偉業である。

さいごに

植物には一つ以上の花言葉があり，象徴的な意味を持たせ
るためその植物に与えられる言葉である。サトイモの花言葉
は，「繁栄」「愛のきらめき」「無垢の喜び」である。サトイ
モは，昔から子孫繁栄の象徴としても知られており，「繁栄」
という花言葉は，親いもに子いも，孫いもなど多くのいもが
出来ることに由来する。　

日本でのサトイモの開花は温暖化の裏返しかもしれない
が，いつかどこかで見かけたときはこの花言葉を思い出して
いただければ幸いである。
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図 -4　�サトイモの仏炎苞
「唐芋」，2019，鹿児島県南さつま市

図-5　�サトイモの仏炎苞内の付属物
と雄花

図 -6　サトイモの開花状況
左 : 仏炎苞が伸長　中央 : 仏炎苞
が垂れ始め　右 : 仏炎苞が枯れ，
緑色の花序に包まれた雌花部分
が肥大

サトイモの花（原図：飛高，農業技術体系野菜編）図 -3　�サトイモの花（原図：
飛高，農業技術体系野
菜編）


